
 

 

 

  

今今ここそそ朝朝鮮鮮学学校校ととのの交交流流ををすすすすめめままししょょうう!! 

～朝鮮学校は、どんな学校だか知っていますか？ 

まず子どもたちの学ぶ姿を見てください！～ 

日本にはさまざまな外国籍の人が生活していますが、その中で圧倒的多数を占めるのは

朝鮮・韓国籍の人たちです。朝鮮学校は日本の敗戦と同時に、日本に暮らしながらも子ど

もたちに母国の言語・文化を学ばせたいという親の強い願いから、全国各地に在日の人々

の手で自主的に創られました。東京には現在、小･中･高･大学合わせて 11 校の朝鮮学校が

あります。そこには在日３世・４世・５世の子どもたちが母国の言語・文化を学ぶために

通っています。  

私たちは、歴史的事実をしっかりと認識したうえで、朝鮮学校との交流が重要であると

考えて「日朝教育交流のつどい」を毎年開催してきました。「まず、お互いに知り合うこと

から始まる」を合言葉に積み重ねてきた「日朝教育交流のつどい」です。 

今回の第 43 次教育交流は、日教組と在日本教職員同盟、日本朝鮮学術

教育交流協会の三者と現地実行委員会が各地で開催してきた「日朝教育シ

ンポジウム」を兼ねての開催となります。会場は、北区の東京朝鮮中高級

学校です。  

日本における民族教育 70 周年の節目にあたり、日朝教育交流をあたり

前のものとして広げ、さらに発展させ、他の多くの国の子どもたちとの交

流を築く礎になるためにも、多くの方の参加をお願いします。  

と き  2017 年 2 月 11 日 (土) 9 時～16 時半頃 

ところ  東京朝鮮中高級学校  

主 催  日本教職員組合、在日本朝鮮人教職員同盟、日本朝鮮学術教育交流協会、 

第 18 回日朝教育シンポジウム現地実行委員会  

  

 

 

 

 

 



プログラム 
受   付                 ８：30～  
              

１． 授業参観・施設見学       ９：05～11：00   

２． 開会行事          11：00～11：10 

○主催者代表あいさつ   

○日程説明等    
３． シンポジウム          11：10～12：30 

４． 昼食休憩          12：30～13：10 
５． 16 訪朝団報告会      13：10～14：10 

６． 各地からの報告       14：10～14：50 

７． 集会アピール採択      14：50～15：00 

８． 移動  

９． 中高級学校生徒による文化公演 15：15～  

10．閉会            16：30～  

○現地実行委員長より挨拶  

                      
            

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加費＞  

資料費・昼食代として、1000 円をいた

だきます。  

 

第 43 次日朝教育交流のつどい（第 18 回日朝教育シンポジウム）に参加

します。  

お名前                     所属  

住所          

連絡先   

とりまとめ団体    


